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レコー

ド番号
地区名 開催日 大項目 小項目 質問・意見の要旨 担当課 回答等の要旨

1590 中川原 2026/8/15

02道

路・交

通・建

物

左側通行（カー

ブミラー設置）

県道16号線の武西歯科のところで、朝、東

の道から県道に入る車と南側から自転車で

松山へ通学する高校生がぶつかりそうにな

る。

高校生に左側通行を徹底してもらうか、

カーブミラーをつけてもらうなど対応して

ほしい。

危機管理課

　本件要望箇所につきましては、松前町と松山市を結ぶ県道16号線との交差点で、東側から県道へ

進入する際、交差点には一時停止の交通規制が設けられております。

　また、一時停止線から県道までの間には、幅員のある歩道があり、周囲の見通しも良好であるほ

か、付近には信号機も設置されていることから、現時点ではカーブミラーを新たに設置する緊急性

は低いものと判断しております。

　一方、御指摘のとおり、朝の通学時間帯には、高校生など自転車利用者の通行が多いことから、

交通ルールやマナーについて、警察等の関係機関と連携し、周知・啓発に努めるとともに、今後も

現場の状況や交通環境の変化、住民の皆さまからの御意見等を踏まえ、必要な交通安全対策を検討

してまいります。

　何とぞ御理解いただきますようお願いいたします。

1591 中川原 2026/8/15 06学校
通学バスと熱中

症対策

小学校まで、通学するのがあまりにも遠

い。炎天下で熱中症にならないかも気にな

るので、通学バスなど検討してもらえない

か。

学校教育課

通学バスについては、松前町は比較的狭く平坦な地域であることや、限られた財源の中での効率的

な予算配分などを考慮いたしますと、今のところ導入することは難しい状況でございます。

児童生徒の安全・安心な通学環境の確保については、日傘の活用や登下校時の見守りなど今できる

対策を続けながら、より良い方法について、今後の検討課題の一つとして整理したいと考えていま

す。

1593 中川原 2026/8/15
05子育

て

公園にバスケッ

トリングの設置

子どもたちが遊べるように、中川原公園に

バスケットリングを設置してほしい。
町民課

　御質問いただき、ありがとうございます。

　行政区(大字)で管理されている公園内の施設・設備整備になりますので、整備事業は各行政区で

御対応いただくことになります。

　このような整備事業に対して本町では、地域の発展と住民の生活福祉の維持向上を図り、地域コ

ミュニティの振興に寄与することを目的に、「松前町コミュニティ施設等整備事業費補助金」制度

を設けています。

　これは、行政区が実施するコミュニティ活動に必要な施設、設備、備品を整備する事業に要する

経費について、町が予算の範囲内で補助金を交付するものです。

　お尋ねの中川原公園にバスケットリングを設置する件につきましても、同補助金を御活用いただ

くことで、補助対象経費の10分の６以内で180万円を上限 に補助金の交付が可能と思われますの

で、整備事業を検討される際には、早めに町民課コミュニティ係まで御相談ください。

1594 中川原 2026/8/15 04環境 泉の整備

　中川原の権助泉をもっと親しめるような

場所に整備してほしい。

　東温市の三ケ村泉のような自然がある場

所があってほしい。

町民課

　御意見ありがとうございます。

　東温市の「三ケ村泉」にように豊かな自然を感じられる場所づくりは、地域の魅力を高める上で

も魅力的な取り組みだと考えております。

　さて、御提案のありました権助泉につきましては、隣地との境界確認ができていない筆界未定地

であります。

　このことから、同泉を整備することは、現時点で不可能である状況ですので、御理解いただきま

すようお願いします。
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1595 中川原 2026/8/15 04環境 デポジット制度

　環境のために町全体でペットボトルやビ

ンなどのデポジット制度を導入してはどう

か。

　自治体でどこかモデルケースなどがあれ

ば、参考にしてはどうか。

町民課

　御意見ありがとうございます。

　御提案のありましたペットボトルやビンなどのデポジット制度が確立すれば、ポイ捨て抑止につ

ながり、環境保持に効果的な面があると思います。

　現在では、再使用するために返却・回収するリターナブルビール瓶にデポジット制度に似たビー

ル瓶保証金制度があります。

　また、地域で取り組まれている全国的な事例はほとんどありませんが、大分県の離島において、

缶飲料に10円を上乗せして販売し、空き缶を返却した際に10円を返す取り組みを実施しているケー

スがありました。この事例を参考にして、同様の取組を実施された自治体もございますが、制度が

定着せず苦慮している状況です。

　その要因としては、返却料を上乗せ販売して回収していただく店舗の理解と協力がなかなか得ら

れないこと、販売・回収等に係る手間に対するメリットがあまりないことなど、一つの自治体で対

応するにはクリアしなければならない課題があります。

　このほかにも、返却拠点を設置するためのコストや、ペットボトルの既存リサイクル制度との整

合性、回収されたペットボトルの保管やメーカーへ輸送するための小売業者の負担、保証金を上乗

せするペットボトル使用商品の価格上昇、町外で購入する保証金を上乗せしていないペットボトル

使用商品への対応、メーカーの採算が取れるリサイクル処理の整備を図る必要など課題も多く、広

域的な取り組み展開が必要であり、現時点では、町の範囲内で取り組むには困難な事業であると思

われます。そのため、機会を捉えて、国や県に対して声を届けていきたいと思います。

1596 中川原 2026/8/15
13その

他
防犯対策

匿名・流動型犯罪グループがニュースで話

題となっている。リサーチで近くに来てい

るかもしれないし、こわい。対策はない

か。消防団が自警団のように活動できない

か。

危機管理課

　匿名・流動型犯罪グループによる犯罪については、全国的に強盗や特殊詐欺などの事件が発生し

ており、町といたしましても、町民の皆様の不安については十分に認識しております。

　一方、消防団は、火災や災害発生時における消防・防災活動を主な任務とする組織であることか

ら、犯罪の警戒や不審者への対応など、いわゆる「自警団」のような活動を担うことは、その役割

や権限の面から困難であると考えております。

　犯罪の予防や捜査、不審者への対応については、警察が中心となって行うため、町といたしまし

ては、伊予警察署をはじめとする関係機関との情報共有及び連携を図るとともに、防犯に関する情

報を町民の皆様に適切に周知するなど、犯罪被害の防止に取り組んでまいります。

　また、不審な人物や車両、訪問者などに気付いた場合には、無理に声を掛けたり、自ら確認した

りすることはせず、まずは身の安全を確保した上で、警察へ通報又は相談していただきますようお

願いいたします。

　今後も、地域における防犯意識の向上を図り、町民の皆様が安心して暮らすことのできる地域づ

くりに努めてまいります。
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1597 中川原 2026/8/15 08農業
耕作放棄地の有

効活用

中川原でも耕作放棄地が増えている。

地域やPTAが代わりに、給食に提供するお

米をそこで作るとか、何か耕作放棄地の有

効活用方法はないか。

産業課

　耕作放棄地は農家の高齢化や離農により全国的にも増加しており、本町でも重要な課題となって

います。

　地域やＰＴＡの皆様が主体となって耕作放棄地を活用し、そこで生産したお米を学校給食に提供

するという御提案は、農地の有効活用だけでなく、地域の活性化や食育、さらには子どもたちが地

域の農業を身近に感じる機会にもつながることから、大変意義のあるものと考えております。

　しかしながら、実施に当たりましては、農地法等の関係法令への対応はもとより、誰が農地を耕

作するのかという担い手の確保や、農地の権利関係の整理、さらに学校給食に求められる衛生・品

質管理や、安定的かつ継続的な供給体制の確保など、様々な課題について慎重に検討する必要があ

ります。

　なお、本町では、農業委員会を中心に毎年農地パトロールを実施し、耕作放棄地の発生防止に努

めております。

　また、活用可能な農地については、新規就農者や農地を求める農家の方々に対して情報提供や

マッチングも行っています。

　今後も、県や農地中間管理機構等と密に連携しながら、地域の農地が有効活用されるよう取り組

んでまいります。

1598 中川原 2026/8/15

12健

康・福

祉

熱中症の注意喚

起

暑い中、高齢者が外で作業を続けて、熱中

症になることも多い。町から注意喚起の発

信をもっとしてほしい。

健康課

　町では、熱中症予防のため、総合健診の会場で受診者の皆様に資料を配布し、予防について直接

お伝えするとともに、地域のサロン等に出向いた際にも注意喚起を行っております。また、広報ま

さき７月号では、消防署だよりで熱中症に関する記事を掲載しています。

　今後は、より多くの方に注意喚起が届くよう、松前町ホームページやFacebook、公式LINEなど

を活用した情報発信にも取り組んでまいります。

　なお、伊予消防等事務組合管内（松前町・伊予市・砥部町）では、令和７年度に熱中症で救急搬

送された方のうち、65歳以上の方が全体の64％を占めています。

　特に高齢者は熱中症になりやすく、重症化するおそれもあるため、こまめな水分・塩分補給や、

暑い時間帯を避けるなど、無理のない作業を心がけていただくことが大切です。

　また、ご家族やご近所同士でも「暑いから無理せず休んでね」などと声をかけ合っていただけれ

ばと思います。

　町といたしましても、関係機関と連携しながら、熱中症予防に関する情報発信を充実させ、皆様

が安心して暮らせるよう取り組んでまいります。


